




研究期間 平成２７年度 ～ 平成２８年度 
 
               
研究代表者 岩崎 浩 自然・生活教育学系教授 研究の総括及び理論的視
点の提供 
研究組織 松沢要一 学校教育学系教授 教材のアイディアの提供 
 宮川 健 自然・生活教育学系准教授 理論的視点の提供 
 渋木美知子 専門職学位課程院生（現職） 教材のアイディアの具体
化及び授業の実施 
 久保田和好 専門職学位課程院生（現職） 授業デザインの作成及び
授業の実施 
 花岡瞳美 専門職学位課程院生 授業データの収集と分析
補助 
 坂岡昌子 修士課程院生（現職） 教材のアイディアの有効
性の分析 
 小池克行 附属中学校教諭 授業計画及び実施に関す
る助言・補助 
 青柳 潤 附属中学校教諭 授業計画及び実施に関す
る助言・補助 
    
    
    
    
    
    









































































めに，同校の青柳潤教諭を新たに協同研究者に加えた。研究授業は，平成 28 年 6 月 17
日 ～ 27 日，上越教育大学附属中学校 2 年 3 クラスを対象としてそれぞれ 4 時間，延






件とそのメカニズムの理論的解明を試みた．その主な研究成果は，平成 28 年 10 月 29
日，30 日，弘前大学で開催された日本数学教育学会第 49 回終期研究（青森）大会にお
いて口頭発表*を行った。ここでの口頭発表の内容を主内容とし，加筆修正を加え，日
本数学教育学会誌『数学教育学論究』に投稿を行った．また，研究目的（２）に関連し





































































な仕組み ,意図的な仕掛けとの関係 -」 . 日本数学教育学会第  49 回秋期研究大会





山）大会（2017 年 8 月 7-8 日） 
 
